
地球観測連携拠点（温暖化分野）平成25年度ワークショップ
「陸域における炭素循環及び生態系・生物多様性観測の最近の動向」

生物多様性ｰ生態系機能観測ネットワークの現状

日浦勉（北大苫小牧研究林）
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2008 
JaLTERの可能性：
陸域炭素循環観測と生態系観測の連携
2010
長い目で見る、広い目で見る：
森林生態系モニタリングから分かること



本日の話題

• 海外の生物多様性ｰ生態系機能観測ネットワーク事例

• 最近5年間の日本のネットワークの進展

• ネットワークの5年間の成果

• 苫小牧における温暖化操作実験の5年間の成果





NEONをはじめとする膨大な環境情報を格納



1,170 プロット
639,639個体 4,962種を調査
アマゾン全体で推定16,000種

Steege et al.2013 Science

アマゾンの生物多様性観測
ネットワーク



SA Batterman et al. Nature (2013) doi:10.1038/nature12525

アマゾンの熱帯雨林では炭素固定に必要な窒素の大半を
林齢によって異なった窒素固定植物が取り込む



http://www.asiaflux.net/

FLUXNET CO2観測国際ネットワークILTER 国際長期生態学研究ネットワーク

日本の生態系の研究ネットワーク



気候

生態系
（動態，炭素循環）

生物
（種分布，一次生産）

国際的に推進すべき課題：

一次生産（NPP）と生物多様性の関係解明とマッピング
（ILTERはGEO BONのパートナーとして協力）

GEO 
Biodiversity 
Observation 
Network (BON)

最近の新たな展開： 生物多様性観測ネットワーク



文科省GRENE: 
生物多様性・生態情報
の環境情報への統合化

生態学，フラックス観測，衛星観測データを共有するには，
高度な情報基盤の整備が必要



Ecological 
Researchの

場合

Ecological ResearchにData Paper枠新設



広域マッピング

地上部現存量・純一次生産量の地図化

Motohka et al. 2011

アロメトリーデータベース
2093 個体, 129 種
全国の天然林に適用可能な
地上部現存量の推定式

実測の地上部現存量（kg）
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ln (AGB) = a+b1ln(D)+b2 (ln(D))2+b3(ln(D))3

材密度の情報あり
（R2=0.989）

材密度の情報なし
（R2=0.988）

林分の地上部現存量・NPP

年平均気温（℃）
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リモセンの
地上検証データ人工林はHosoda & Iehara (2010)

形質‐分光データベース
1131 個体, 192 種

冷温帯～熱帯アジアの樹木葉の分光

特性と形質のデータセット
樹木葉　分光反射率
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森林プロット
データベース

サイズ構造 約900プロット

森林資源
モニタリング調査

（林野庁）
全国4kmメッシュ



アジア地域の森林プロットデータベース
現在約600プロットを整備

日本は終了
台湾の研究者と共同研究体制を構築
今後CTFSサイト以外をリストアップ

Center for Tropical Forest Science
(CTFS) サイト

S9 森林プロットデータベース



分光データベースの構築

Hyperspectral remote sensing of forest 
biodiversity (Nature news, 2011)



分光データベースの構築

Hyperspectral remote sensing of forest 
biodiversity (Nature news, 2011)
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苫小牧研究林における温暖化操作実験
（2007-）



温暖化操作実験による融雪状況

Control Soil warming



Control Soil warming



Control Soil warming



Control Soil warming



土壌凍結する寡雪寒冷地では
春先の凍結融解が窒素動態に重要

Control
Soil warming

FH layer    Mineral layer

Ueda et al.(2013) Soil Biology and Biochemistry



林床植物の着葉様式は同じ場所でも大きく異なる：温暖化影響も異なる？



温暖化処理による林床植物のフェノロジー変化

Warming

Control

Ishioka et al.(2013) Acta Oecologia
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常緑性 フッキソウ

***

冬緑性 ナニワズ

**

*

Control
Soil warmingIshioka et al.(2013) Acta Oecologia



半常緑性 オシダ

***

*
Control

Soil warming

春先に越冬葉が大きなダメージを受ける

Ishioka et al.(2013) Acta Oecologia



Nakamura et al.(2010) 
Agr For Meteorl



Nakamura et al.(2010) 
Agr For Meteorl
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苫小牧のミ ズナラ は温暖化処理で

主にフ ェ ノ ール増加により

食害度は相対的に年々低下

Nakamura et al. submitted

Nakaji et al. in prep.

高山のミ ズナラ でも

温暖化実験開始



ミズナラ（高山）

Birch,
Betula ermanii

ダケカンバ（中川）

森林生態系における温暖化操作実験ネットワーク



【展望】生態系ｰ生物多様性関係の解明と長期・広域評価

生態系ｰ生物多様性の総合的解明と広域モニタリングの実現へ

（気候変動影響，人間活動影響，自然撹乱影響）

観測サイトでの生態系ｰ生物多様性の機構解明

衛星観測（個葉分光，LAI）
モデル解析（NPP, NEP, …）

生態系観測サイト


